
1 
 

          2016.8.16 

篠山学園事業計画書 

                                            

社会福祉法人ウエルライフ 

 
1.事業の基本的枠組み 
 ア 開設の背景 

全国的な介護福祉士の不足 

少子高齢化の傾向にあるこの日本で高齢者の介護問題は避けられない問題である。 

介護福祉士の数（供給）は、介護を必要とする要介護者の数（需要）に追いついてい

ない。 

つまり、介護を受けたくても受けられない要介護者が溢れているということである。 

厚生労働省が 2013 年 11 月 27 日に、社会保障審議会の「介護保険部会」を開催し、

特別養護老人ホームの入所者を要介護 3以上に限定する見直し案を提出した。 

この事実は、要介護レベルを限定しなければ対処できない程、介護福祉士及び介護施

設数が少ないことを裏付けている。 

今後、予測される介護福祉士の不足は数年前に生じた看護師不足以上に深刻な問題と

なり、2025年には 30万～40万人も不足する事態が生ずる。 

 

今後の医療・介護の需要は、高齢化率の上昇、高齢者の有病率の高さにより全国の医

療需要は 2030 年ごろまでは 1.2 倍程度に増加するが、それ以降は人口減少の影響を

受けて減少し始める。 

一方、介護については、2040年で 1.8 倍程度に達して増加率が大きい。 

全国平均ではなく、篠山市に於いてはすでに医療需要は低下しはじめているが、介護

需要は 2040年には 1.25倍程度まで増加し続け、これを担う介護福祉士、介護士の不

足は大きな問題となることが予想される。 

 

イ 篠山市内に開設する理由 

 篠山市に養成学校を設置する理由は、本法人理事長の木曽賢造が学校法人兵庫医科

大学篠山担当理事であり、ささやま医療センターが篠山市の医療・介護の中核施設

であることから、篠山市の介護事業所への介護福祉士の供給についても寄与し、篠

山市の介護になくてはならない介護福祉士の養成施設となることを目的としてい

る。 

9／5WG 提案者作成資料 
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介護職員が勤務する篠山市介護事業所主要一覧
NO 種類 名称 運営 定員 従業員数 内介護職 公表年度

1 老人福祉施設 特別養護老人ホーム篠山すみれ園 社会福祉法人 58 58 24 平成27年

2 老人福祉施設 特別養護老人ホーム和寿園 社会福祉法人 50 48 20 平成27年

3 老人福祉施設 特別養護老人ホーム山ゆりホーム 社会福祉法人 80 80 42 平成27年

4 老人福祉施設 特別養護老人ホームやすらぎ園 社会福祉法人 88 60 26 平成27年

5 老人福祉施設 特別養護老人ホームやすらぎ園 社会福祉法人 30 39 19 平成27年

6 老人保健施設 介護老人保健施設咲楽荘 医療法人 100 75 32 平成27年

7 老人保健施設 兵庫医科大学ささやま老人保健施設 その他法人 100 90 53 平成27年

8 ショートステイ 特別養護老人ホーム和寿園 社会福祉法人 63 24 15 平成27年

9 ショートステイ 特別養護老人ホーム篠山すみれ園 社会福祉法人 30 58 24 平成27年

10 ショートステイ 特別養護老人ホーム山ゆりホーム 社会福祉法人 25 80 42 平成27年

11 ショートステイ 特別養護老人ホームやすらぎ園 社会福祉法人 30 60 26 平成27年

12 デイケア 介護老人保健施設咲楽荘 医療法人 60 17 8 平成27年

13 デイケア 兵庫医科大学ささやま老人保健施設 その他法人 60 33 14 平成27年

14 デイサービス 篠山ふく機能訓練センター 営利法人 10 7 2 平成27年

15 デイサービス やまびこ庵 社会福祉法人 15 7 4 平成27年

16 デイサービス 特別養護老人ホーム和寿園 社会福祉法人 25 27 11 平成27年

17 デイサービス NPO法人風和 NPO法人 10 17 4 平成25年

18 デイサービス 篠山西紀デイサービスセンター 医療法人 35 13 6 平成27年

19 デイサービス 篠山東デイサービスセンター 医療法人 30 13 6 平成27年

20 デイサービス デイ・サービスセンターさくらんぼ 医療法人 35 12 6 平成27年

21 デイサービス デイサービスセンターのぞみ 営利法人 20 12 4 平成27年

22 デイサービス デイサービスセンター篠山こもれび 医療法人 25 11 5 平成27年

23 デイサービス 特別養護老人ホームやすらぎ園 社会福祉法人 20 25 4 平成27年

24 デイサービス デイサービスセンターまごころ 営利法人 15 14 6 平成27年

25 デイサービス デイサービス立杭 NPO法人 12 20 11 平成27年

26 デイサービス 医療法人社団土筆記念厚生会篠山ケアセンター 医療法人 30 27 12 平成27年

27 デイサービス 今田デイサービスセンター 医療法人 20 9 3 平成27年

28 デイサービス JA丹波ささやま通所介護施設ほほえみ 農協 30 20 8 平成27年

29 デイサービス 篠山ケアセンター 営利法人 30 22 9 平成26年

30 グループホーム グループホーム篠山東 医療法人 9 9 7 平成27年

31 グループホーム グループホーム幸の郷 医療法人 9 9 7 平成27年

32 グループホーム 福の郷 医療法人 9 9 7 平成27年

33 グループホーム グループホーム今田 医療法人 9 10 8 平成27年

34 グループホーム グループホーム篠山 医療法人 9 13 11 平成27年

35 グループホーム グループホームゆとりの家 営利法人 9 12 9 平成26年

36 グループホーム グループホームすみよし 営利法人 9 19 15 平成27年

37 グループホーム グループホームのぞみ 営利法人 9 12 9 平成27年

38 グループホーム グループホームしゃくなげ 営利法人 9 11 7 平成27年

39 小規模多機能 小規模多機能ホームのぞみ 営利法人 25 21 17 平成27年

40 小規模多機能 小規模多機能型居宅介護百寿の郷 医療法人 18 11 8 平成27年

41 小規模多機能 小規模多機能型居宅介護和楽の郷 医療法人 25 13 10 平成27年

42 小規模多機能 小規模多機能ホームすみよし 営利法人 29 22 17 平成27年

43 認知症デイ デイサービスゆとりの家 営利法人 10 7 3 平成26年

44 認知症デイ 特別養護老人ホーム篠山すみれ園 社会福祉法人 12 11 6 平成27年

45 認知症デイ ハーブヴィラ山ゆり 社会福祉法人 10 7 1 平成27年

46 認知症デイ デイサービスしゃくなげ NPO法人 12 23 10 平成27年

47 訪問介護 高齢者生協ケアステーションくろまめ 生協 16 12 10 平成27年

48 訪問介護 和寿園訪問介護事業所 社会福祉法人 55 22 22 平成27年

49 訪問介護 訪問介護事業所篠山こもれび 医療法人 40 6 6 平成27年

50 訪問介護 丹波ささやま農業協同組合ケアステーション 農協 86 16 16 平成27年

51 訪問介護 篠山市社会福祉協議会訪問介護事業所 社会福祉法人 98 35 34 平成27年

52 訪問介護 丹波の郷訪問介護事業所 社会福祉法人 30 7 7 平成26年

53 訪問介護 ほっと介護・さかい 営利法人 59 41 40 平成27年

計 1,336 733

※データは平成28年6月17日付けの兵庫県「介護サービス情報公表システム」によります
※従業員数は兼務の場合二重計上になります  
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そのためには、実習施設として兵庫医科大学ささやま老人保健施設や訪問看護・介

護ステーションのみならず、篠山市内の介護事業所に対して、実習の場としての提

供を要請していく。 

①人口減少、少子化が続いている篠山市内の学校は廃校し統合されるものが多い。 

平成 28 年 3 月に廃校となった兵庫県立篠山産業高校丹南校を現状のまま使用する

ことを想定している（一部の改修はある）。 

同校は、福知山線南矢代駅（丹波篠山口の一つ大阪側、丹波路快速停車）から徒歩

10 分～15分に位置し、これを有効利用する。 

②学生は昼間の週 28 時間以内のアルバイトが認められており、地域の方々との交流

を含め、介護施設、企業、商店、農家の若手労働力として活用が考えられる。 

③篠山市在住の外国人は 524 名であり、そのうちベトナム人は 73 名が在住している

（平成 24年）。 

そのため、外国人に対する偏見は比較的少ないと想像できる。 

 

ウ 介護福祉士養成校不足と応募学生不足で介護福祉士は充分には養成されていない 

 これを補うため国は EPA(経済協力協定)により、インドネシア、フィリピン及びベト

ナムより看護師・介護福祉士候補者の受入れが開始した。 

インドネシアからの介護福祉士の受入れは平成 20 年からで 966 名、フィリピンから

の受入れは平成 21 年度からで 885 名、ベトナムからの受入れは平成 26 年度からで

255 名である。（26年度 117名、27 年度 138 名） 

しかし、介護福祉士の日本の国家試験合格率は平成 26 年度でフィリピン（34.8％）、

インドネシア（55.3％）と低値であり、これは各介護施設で働きながら国試を受けて

いることに起因する部分が多いと想像する。 

すなわち、日本で介護福祉専門学校できちんとした教育を受ければ合格率はアップす

ると想像する（日本語検定 N-2または日本語留学試験 200点以上他）。 

 

2013 年１月から介護福祉士国家試験は新カリキュラムとなり、2021 年度卒業生まで

は国家試験が免除される制度となっている。 

これは、介護福祉士養成校２年以上、1850 時間の習得で、卒業時に介護福祉士の登

録資格があたえられ、５年間介護に従事すると介護福祉士の国家資格が与えられるも

のであり、この制度を活用し、介護福祉士を養成することは時宜を得たものである。 

 

2.学校の概要 
ア 校 名 

篠山学園 
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イ 開校年度 

 ２０１７年９月 

ウ 設置場所 

 兵庫県篠山市南矢代 602 旧兵庫県立篠山産業高校丹南校 

エ 修業年限及び学生定員 

 ２年課程、1学年 80名 

オ 入学資格 

 女性であること。 

 日本人：高等学校卒業者若しくは同等以上の学力があると認められるもの 

 外国人：自国において、12 年以上の教育課程を修了または修了見込みで、入学時に

18歳以上のもの（詳細は後記「4.留学生の受け入れ」参照） 

カ 卒業後の資格 

 介護福祉士 

 

3.教育方針 

ア 教育理念 

本校は、“地域の明日を介護で支える”公的使命を持ち、介護の社会的役割を担うこと

のできる専門職者の育成を目指す。 

恵まれた自然と歴史ある環境のもとで、人間の生命や生活の質を多角的に理解し尊重で

きる豊かな人間性を育み、介護実践の基礎的能力を身につけ、保健・医療・福祉の発展

充実に貢献できる人材を育成する。 

 

イ 教育目的 

人々の生命と暮らしのありのままを理解することのできる幅広い視野を育み、介護職者

に必要な知識、技術、態度を身に付け、保健・医療・福祉の領域において貢献し得る基

礎的能力を育成する。 

 

ウ 教育目標 

（1）他者を理解する豊かな人間性と幅広い視野を養う｡ 

①感性を磨き、生命の尊さに触れ、人間の理解を深めることができる｡ 

②自己を見つめ、相手の立場に立って考えられる洞察力を培う。 

③多様な学びの機会をとおして他者との人間関係を深めることができる｡ 

（2）科学的・倫理的判断に基づき、対象に応じた介護を実践する基礎的能力を養う。 

①人々の健康と暮らしを総合的に理解できる。 

②人々の多様な健康課題や価値観を理解し、尊重できる。 

③理論と専門的技術、経験を統合し、適切な判断に基づいた介護を実践できる。 
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（3）保健・医療・福祉の領域において他職種等と協働できる基礎的能力を養う。  

①保健・医療・福祉制度と他職種の役割を理解できる。 

②関係職種の一員として介護の果たす役割を認識できる。 

（4）介護職者として主体的に学び続ける基礎能力を養う。 

①社会の動向に関心をもつことができる。 

  ②介護に関わる課題について主体的継続的に学習できる。 

 

エ 学生募集計画・選抜方法 

入学試験を実施することとし、必要書類を提出するほか、学力試験及び人物考査を行 

い総合的に判定する。 

なお、国内では県内外を問わず、推薦枠・社会人枠を設け幅広く学生を集める。 

また、外国人枠を設け自国での日本語学校と業務提携し、定期的・定量的に学生の応

募を得る。 

第１期生の選考は介護福祉士養成施設の指定内示を受けたのち、平成 28年 12月頃か

ら開始する。 

＊すべて「認可申請中」として活動 
対象 募集活動の概要 時期 

高校生 
 

① 県内外の公立・私立高校の進路指導部を訪問し、担当者お

よび３学年担任教員に介護福祉士養成の意義，本校の特色

について理解を得る。 
② 校内での進路説明会や出前授業への参加を申し込む（可能

であれば）。 
③ 業者主催による進学説明会等に参加し、介護福祉士を目指

す若者を発掘する。 

平成 28 年 12 月

～随時 

社会人 
 

① 日本介護福祉士養成施設協会（事前に入会）HP に新規会員

校として掲載。 
平成 28 年 12 月

～随時 

外国人 
 

① ベトナムの日本語学校との提携により、一定の日本語能力

を身に着けたベトナム人留学生を募集する。 
平成 28 年 12 月 
～随時 

オ 教育課程の概要 

（1）単位数・時間数は「介護福祉士養成施設の設置及び運営に係る指針」による必須

要件 1,850時間以上とする。 

（2）本学の特色を、歴史ある篠山の恵まれた自然環境の中で、介護職者に必要な生命

の尊厳を基盤とした豊かな人間性を醸成するところに置き、少子高齢化が進む地域

の保健・医療・福祉を支える介護の基礎的実践力の育成に結びつける。 
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（3）介護実習での特色は、篠山市における各種介護事業所を中心に、必要に応じ協和

会グループの老人保健施設、在宅介護、特別養護老人ホームなどの多種多様な施設

での実習を可能とし、オールマイティな人材育成を目指す。 

 

カ 奨学金 

「篠山学園奨学金規程」に基づき「ＮＰＯ法人ユナイト」から「篠山奨学金」を無利

子にて貸与する。 

これは、就職後 2～5年間で返済してもらう。 

 

キ 就職指導計画 

時期 対象 就職指導の内容 
随時 １，２年生 介護施設，介護の仕事の内容等の TV 番組を録画し、授

業時に紹介して啓蒙を図る。 

各実習開始前 １，２年生 
（各実習施設） 

実習の課題達成の他、職業としての介護，就職先として

の施設、という観点をもって実習に臨むことを指導。 

２年次の 9 月 ２年生 第１回進路相談 

２年次の 12 月 ２年生 第２回進路相談 

２年次の 1 月 ２年生 ①篠山市において福祉施設合同就職説明会 
②その他地域において福祉施設合同就職説明会 
（全員参加とし、教員が引率・指導） 

２年次の 3 月 未定の２年生 第３回進路相談（求人票をもとに受験先を決定） 
 

２年次の 6 月 未定の２年生 第４回進路相談（求人票をもとに受験先を決定） 
 

 
学校の活動 

平成 29 年 9 月 篠山市、県内の

福祉施設 
開設の挨拶（教員） 

平成 30 年 9 月

（以後毎年） 
篠山市、県内の

福祉施設 
次年度求人票の送付依頼 
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4.留学生の受け入れ 

平成２２年９月、文部科学省からの「専修学校及び各種学校における留学生の受入れに

ついて（生涯学習政策局長通知）」に基づき、以下の留学生の入学及び在籍管理に関す

るガイドラインを定める。 

ア 目的 

このガイドラインは、留学生の入学及び在籍管理並びに卒業後の進路指導等に関する事

項を定め、留学生が本来の目的を達成し、かつ本校がその社会的使命を果たすことを目

的として、基本的指針を設ける。 

 

 

イ 留学生の募集及び入学者選抜に関して留意すべき点 

よりよい留学生を受け入れるためには、募集・選考がいかに重要であるかを認識し、適

正な入学者選抜を行わなければならない。 

（1）入学資格要件 

①外国において１２年の学校教育を修了した者とする。ただし、準備教育課程を卒業し

通算１２年の学校教育を修了した者を含む。 

②入学資格要件のうち、日本語能力に関しては、以下のいずれかの要件を満たす者とす

る。 

・法務大臣により告示されている日本語教育機関で６ヶ月以上の日本語教育を受けた者。 

・財団法人日本国際教育支援協会及び国際交流基金が実施する日本語能力試験のＮ２に

合格した者。 

・独立行政法人日本学生支援機構が実施する日本留学試験において、日本語読解、聴解

及び聴読解の合計で200 点以上取得した者。 

・財団法人日本漢字能力検定協会が実施するＢＪＴビジネス日本語能力テストにおいて

400 点以上取得した者。 

・学校教育法第１条に規定する学校（幼稚園を除く。）において１年以上の教育を受け

た者。 

（2）入学者選抜 

①国内在留中の応募者 

国内の日本語教育機関からの応募者を選抜するにあたっては、各校・各学科の教育を受

けるに足りる基礎学力と日本語能力をチェックするとともに、学費・生活費支弁方法等

を確認するためにも面接試験を必ず行い、必要基礎教科等の筆記試験の実施にも努める

ことにより、総合的に判定した上で入学を認める。 

なお、在籍する日本語教育機関の在籍状況（成績・出欠席・資格外活動状況等）は、選

抜の際に考慮する。 

②海外からの直接応募者 
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海外から直接入学を希望する応募者を選抜するには、日本での生活に慣れ学業に専念で

きるようになるには、相当程度の時間がかかることを踏まえ、日本語能力はもちろん、

諸外国における教育実情等を勘案しつつ、必要とされる基礎学力を確認する必要がある。 

さらに、経費支弁能力、学歴、勉学意欲、留学目的、卒業後の希望進路について十分に

確認することが必要で、書類審査のほかに面接試験並びに筆記試験を実施する。 

 

ウ 留学生の受け入れ時に留意すべき点 

留学生の受け入れにあたっては、様々な配慮が必要であり、新規入国する留学生の受け

入れ時には、十分配慮する。 

（1）出願選考料、入学金、授業料、施設設備費等の納付金の納入方法、および、納付

金を納入後、8 月31 日までに入学を辞退した者、または査証が発給されない等の事

由で入学が不可能となった者に対して、出願選考料と入学金以外の納付金を返還する

ことを募集要項等に明記する。 

（2）留学生の入学時には、必ず留学生向け入学オリエンテーションを実施し、留学期

間中の勉学について主に規定する学則の内容や、日本の生活環境及び文化、並びに入

国管理に係る法令や注意事項等について周知徹底させる。 

このために、『留学生生活ガイドブック』などを作成し、留学生に配布して常に参照

させる。 

（3）本校学生専用の寄宿舎を賃貸借により留学生にあっ旋し、その環境整備に十分な

配慮をする。 

また、管理人を常駐させ、地域住民との関係を良好に保つためのゴミ出し方法や交通

ルール・マナー等についても指導する。 

地域交流を目的にウエルカムパーティー等の開催、地域行事への積極的な参加を促す。 

（4）入国・在留手続きに関わる様々な個人情報・書類を取り扱うことから、個人のプ

ライバシー保護について十分配慮する。 

 

エ 入国・在留事務に関して留意すべき点 

（1）入学予定者の「在留資格認定証明書交付申請」及び在学者の「在留期間更新許可

申請」、「在留資格変更許可申請」等の手続きに必要な提出文書は、受け入れ校と

して内容の真偽を調査し、入国管理局に申請手続きを行う。 

また、入国管理局に提出する申請書類の不実記載（出席簿、成績表改ざん等）や提

出文書の偽変造等を行ってはならない。 

また、入国手続き・在留手続きを有料で行ってはならない。 

（2）日本在留にあたり「外国人登録」の申請又は変更、「国民健康保険」の加入など

法的に必要な手続きを速やかに行うよう指導する。 
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オ 学生指導・在籍管理に関して留意すべき点 

留学生の学生指導・在籍管理に関しては、日本人学生と同様の取扱いでは不十分であり、

以下の点に留意する。 

（1）入学時から適切な指導を行うため、指導マニュアル等を作成し、具体的な指導内

容と指導体制を常に整備する。 

特に日本での留学生活を支障なく送ることができるよう、留学生の出身国であるベ

トナム文化、生活習慣、風習、法律との違いを踏まえ、日本の法律、生活習慣、社

会的ルール等を説明して理解させる。 

校則（進級、卒業、除籍、学納金の納入）、授業を受ける際の諸注意（出席率、定

期考査等成績評価システム）を入学オリエンテーションなど早い機会を利用して説

明して理解させる。 

また、除籍基準を策定し、在留資格取消制度を含め説明して理解させる。 

なお、奨学金制度や医療費補助制度等も説明して理解させる。 

（2）前項に掲げた留意点に配慮して、本来の留学の目的を達成するため、留学生の生

活指導を担当する職員を配置する。 

また、留学生の日本語能力の向上を図るため、必要に応じた日本語教育の体制と環

境を整備する。 

（3）アルバイトに関する法的条件の周知徹底（許可されている時間数、禁止されてい

る場所と職種、「資格外活動許可申請」の必要性と退去強制及び罰則を含む）を図

るため、詳細に説明して理解させる。 

また、学校として「副申書」の発行に留まらず、申請取次制度も積極的に活用する。

アルバイトの内容・就業場所・就業時間などを正確に把握し、雇用主の連絡先など

を確認して学業環境を適切に保つよう指導する。 

（4）在学中は、出欠席を徹底管理し、学籍簿・出席簿の確実な管理を行い、連絡のな

い欠席や長期欠席、不規則な生活状況が疑われる者に対しては、面談指導や職員に

よる住居訪問等を実施して改善指導を行い、不法就労、所在不明、不法滞在が発生

しないよう適切な指導を行う。 

入国管理局への定期報告をはじめ関係諸官庁との連携に努める。 

（5）卒業、退学又は除籍となり在留資格の変更が生じることとなった場合は、進路の

確認を十分行った上で、入管法の規定等必要な情報を提供し、不法滞在や不法就労

といった違法行為をさせないよう指導する。 

特に退学、除籍となり当初の在留期限前に在留資格を喪失する者については、即時

帰国等具体的な指導とともに、帰国の事実確認にも努める。 

（6）所在不明で連絡の取れない留学生が発生した場合は、除籍等の処分を行い、速や

かに入国管理局へ報告する。 

なお、処分後も可能な限り所在の確認に努める。 
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（7）留学生の卒業にあたっては、進学、就労、帰国の進路指導を適切に行い、その後

の進路状況を十分に把握する。 

また、在留資格の更新・変更を行わずに、在留期限を超えて滞在することが違法で

あることを当該留学生に対して説明して理解徹底させる。 

 

 

 

 

 

 

カ 出願から入学までの流れ 

書類選考、筆記試験、面接試験を行います。

選考実施日から1週間以内に、入学の合否通知を書面で発送し
ます。

合格者には、「合格通知」とともに、「奨学金申込書」、
「入学金・学費納付書」を送付します。

奨学金を希望する学生は、当方が指定する奨学金基金にお申し

込みいただきます。

奨学金は学校により代理受領いたします。

入学金・学費の納入確認後、「入学許可証」を発行します。

法務省入国管理局に対し、学校にて「在留資格認定証明書」
の代理申請を行います。

「在留資格認定証明書」が交付され次第、「入学に関する書
類」とともに発送します。
自国の在外公館にて留学査証の申請を早めに行ってください。

入学許可証発行

留学査証申請

出願から入学までの流れ

渡日　在留資格「留学」で渡日ください。

入学願書・必要書類記入

入学願書・必要書類提出

選考実施

結果通知

奨学金受領・学費納入

奨学金申請・許可
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5.土地及び建物・設備 

 旧兵庫県立篠山産業高校丹南校（2016年 3月廃校）の既存施設を篠山市から 20年 

間の賃貸借契約により借用し使用する 

一部の改修工事は発生するが、基本的 

には現状のまま使用する。 

ア 所在地 兵庫県篠山市南矢代 602 

イ 土 地 17,342㎡（県有地） 

 

 

 

 

 

ウ 学校建物 

鉄筋コンクリート造 ３階建て           

エ 寄宿舎 

 学内に専用の寄宿舎を建設、NPO法人ユナイトに運営を委託する。 

管理人は住み込みにより常駐。 

 Ⅰ期（20室、定員 80名） 

   木造 1棟 2階建、新築、2017年 7月竣工予定 延床面積：５７５．３９㎡ 

Ⅱ期（20室、定員 80名） 

   木造 1棟 2階建、新築、2018年 7月竣工予定 延床面積：５７５．３９㎡ 
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5.組織及び職員 
「介護福祉士養成施設の設置及び運営に係る指針」並びに「専修学校及び各種学校にお

ける留学生の受入れについて（生涯学習政策局長通知）」に基づき、配置が義務付けら

れている者のほか、配置が望ましい者についてはその必要性を十分勘案の上、前記教育

課程の円滑な実施を含め、学校運営にあたり真に必要な人員体制とする。 

 

生活指導及び日
本語指導者（1）

学園長（1） 主任専任教員（1） 専任教員（4）

非常勤講師（9）

事務長（1） 事務職員（1）

 
 
6.収支計画 

別紙収支表による 

 

7.今後の開設スケジュール 
 別紙開設スケジュール表参照 
H28.8 兵庫県健康福祉部社会福祉局に対し、介護福祉士養成施設設置計画書提出 

H28.8 兵庫県企画県民部管理局に対し、各種学校等設置許可申請書提出 

H28.9 兵庫県私立学校審議会にて受審 

H28.12 兵庫県の介護福祉士養成施設指定内示 

H28.12～ 入学者選考 

H29.3 兵庫県企画県民部管理局施設基準検査 

H29.3 兵庫県私立学校審議会にて受審→認可 

H29.3 兵庫県健康福祉部社会福祉局介護福祉士養成施設竣工検査→認可 

H29.4～入国管理局へ在留資格認定証明書代理申請 

H29.7  定款変更 

H29.9 開校 
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